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{結束~l 対象を 40議米議、 40議代、 50議代、 60
議代、 70緩以上の5集留に分け、男女別に各集綴にお
いて3つの歩行速度における各事選簸遼動域の平均鑑と議
準緩援を求めた。その結集、 5毒性の場合、 70議以上の
集協を除いては、 3つのどの関節においても数代間の援
はほとんどみられず‘また標準緩支をも小さかった。しか
し、 70銭以上の集践では各襖節における運動域の諜準
縫獲が鍾鑓に大きくなり、平均犠も般機態においてはあ
まり変わらなかったものの、接関務ではいずれの歩行速
度でも小さくなり、定機筋においては、いずれの歩行速
度においても大きくなった。…方、友牲の場合、関節遜
動域は綾関節と鱗関節では集際関に幾があまりみられず、
また各年齢嬢集磁における議尊重鶴還は小さかった6 擬態
迷動域の9J女援を問~F議会世代で比較したところ、 70議
以上の集践を徐いては男女踏に大きな笈はみられなかっ
た。とれはもともと努牲において70議以上の薬務が男
役の銭の年議事綴の築協からかけ離れた鎮を示しているた
めであるe
{考紫}女性では、 70歳を議ぎても関節遂動域に大き
な変化がみられなかったことから、男役よりも歩行運動
における老化がゆっくりしていると考えられる。 70議
以上の男性が、{患の稔代の労伎と幾なる鰯節迷動域を訴
したことに関して、たしかに老化によるものとも考えら
れるが、戦時中における務少年絡の歩行教織の選手饗があ
るかもしれない.老化による歩行パターンの変化の主た
る療協が筋力の低下なのか、神緩コントロールの低下に
よるものなのかという点を灘べるために、次に各縄簸角
度の議大鍍の歩行路織におけるタイミングにg毒して繍ぺ
る必婆がある。
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